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改革改善
の考え方

①問題
点

高齢化が進み、地域福祉の要としての民生委員の役割は益々大きくなっており、民生委員のみでは要援護者の見守り
には限界がある。

②改革
提案

地区により民生委員とまちづくり委員会との関係に強弱差異があり、地区毎の地域福祉体制を整えていく必要がある。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

適切に支援を行うことにより、福祉委員による地域福祉の推進活動がそれぞれの地域で効果を上げている。

総事業費①+② 46,802 43,617 47,980 41,836

1,330 1,330

臨時職員所要時間 30 30

一般財源 26,844 28,325 27,899 26,544

人件費計（千円）② 4,788 4,788

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金 15,170 15,292 15,293 15,292

事業費計（千円）① 42,014 43,617 43,192 41,836 （県）民生委員活動費交付金（10／10）

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

民生委員地域福祉推進活動支援
（１）委員活動支援のための事務
（２）委員報酬
（３）活動支援のための補助金、委員活動費の交付
（４）福祉台帳異動分作成
（５）福祉委員健康診査事業　…60・70歳代が約85％を占め、地域福祉の
要として住民の相談・見守りにあたる重要な役割を持ち、人選も容易でな
い民生委員が健康で活動が継続できるよう、毎年健康診査を受けて、健
康管理に努めていただくこととし、その健診費用を市で負担する。【新】

１　活動状況
（１）相談支援件数
（２）調査地域福祉活動証明件数
（３）訪問回数
（４）連絡調整回数
（５）活動日数　等年間延べ
（６）健康診査受診者数

１
（１）42回
（２）151回
（３）185回
（４）85回
（５）160日
（６）187人

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱された民生委員の活動に対し支援を行う。あわせて飯田市福祉委員として委嘱し、地域福
祉活動を行うことに対し支援する。

成果
指標

一人あたり年間平均活動日数 170 160 170 170

成果
指標

活動相談件数　件、訪問回数　回、調査・地域福祉・証明
他件数等１人当たり年間平均件数

520 464 520 520 実態により見直し

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

主任児童委員数　人 25向上させたい上位施
策の成果指標

近隣で支え合いができている市民の割合（％）

民生児童委員数　人 211

意図（どういう状態
にするか）

地域で十分な活動ができる
目
的

対象（誰・何を） 民生児童委員、主任児童委員

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 33 共に支えあう地域福祉の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

H27担当課等名 福祉課 H27係等名 地域福祉係 H26係等名 地域福祉係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 S49 終了
事務事業名 福祉委員活動事業

会計 一般会計
10 12

事業種別 政策

3 施策№ 33 事業№


